
KANAGAWA

第13号　　　平成17年 3月30日

通
常
展
示資

料
に
み
る
神
奈
川
の
歴
史

開
催
期
間　

五
月
一
八
日
～
八
月
三
一
日

　

新
年
度
最
初
の
企
画
（
通
常
）
展
示
で

あ
る
「
資
料
に
よ
る
神
奈
川
の
歴
史
」
も

今
年
度
で
六
回
を
数
え
、
「
神
奈
川
の
歴

史
」
を
古
文
書
や
公
文
書
で
紹
介
す
る
こ

の
展
示
も
す
っ
か
り
定
着
し
ま
し
た
。
今

回
は
少
し
だ
け
展
示
の
案
内
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

古
代
の
代
表
的
な
資
料
が
、
宮
久
保
遺

跡
（
綾
瀬
市
／
複
製
）
出
土
の
木
簡
で
す
。

木
簡
と
は
本
の
札
に
文
字
を
墨
書
し
た
も

の
で
、
荷
札
、
物
品
の
請
求
や
進
上
・
出

納
の
伝
票
、
通
行
手
形
な
ど
様
々
な
用
途

に
使
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
宮
久
保
遺
跡
出

土
の
木
簡
は
、
発
見
さ
れ
た
当
初
は
、
県

内
最
古
（
年
代
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
と

し
て
）
の
文
字
資
料
と
し
て
注
目
を
浴
び

ま
し
た
。
文
面
は
「
表　

鎌
倉
郡
鎌
倉
里

軽
部
□
寸
稲
天
平
五
年
九
月　

裏　

田
令

軽
部
麻
呂
郡
稲
長
軽
部
真
国
」
と
あ
り
、

わ
ず
か
三
十
字
で
す
が
、
地
方
行
政
や
財

政
な
ど
様
々
な
実
態
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
世
で
は
、
後
北
条
氏
関
係
の

史
料
を
多
数
展
示
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
公

文
書
館
が
「
豊
前
氏
古
文
書
」
と
い
う
足

利
氏
や
北
条
氏
と
深
い
関
係
を
持
つ
豊
前

氏
（
医
者
の
家
柄
で
卓
越
し
た
医
術
に
よ

り
、
足
利
氏
や
北
条
氏
か
ら
厚
い
信
頼
を

得
て
い
た
）
の
文
書
を
多
数
所
蔵
し
て
い

る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
こ
れ
ら
は
戦
国

時
代
の
神
奈
川
に
関
す
る
第
一
級
の
史
料

と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

さ
て
、
展
示
室
の
正
面
は
近
世
の
神
奈

川
で
す
。
天
正
十
八
年
関
東
に
入
国
し
た

徳
川
家
康
が
、
慶
長
八
年
征
夷
大
将
軍
に

任
命
さ
れ
、
江
戸
に
幕
府
を
開
き
ま
し
た
。

こ
の
時
期
か
ら
記
録
史
料
の
数
が
激
増
し

ま
す
。

　

県
内
に
も
多
く
の
武
家
文
書
や
地
方
文

書
（
名
主
文
書
）
が
残
さ
れ
て
お
り
、
当

館
に
も
多
数
の
文
書
が
寄
贈
・
寄
託
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
史
料
に
よ
っ
て
、

具
体
的
に
江
戸
時
代
の
人
々
の
生
活
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
ら
は
、
歴
史

の
教
科
書
や
参
考
書
か
ら
は
知
る
こ
と
の

で
き
な
い
貴
重
な
も
の
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
是
非
一
度
来
館
し
て
、

生
き
た
歴
史
に
触
れ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
回
の
通
常
展
示
が
ほ
ん
の

少
し
で
も
、
歴
史
理
解
の
手
助
け
に
な
れ

ば
幸
い
で
す
。

「北条氏康書状」豊前氏古文書（館蔵）

「東照宮様御条目写」小塩家文書（寄贈）
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展
示
を
終
え
て　

平
成
一
六
年
度　

第
三
回
企
画
展
示

幕

末

の

神

奈

川

　

今
回
の
「
幕
末
の
神
奈
川
」
で
は
、
ペ

リ
ー
来
航
以
前
の
異
国
船
の
来
航
に
も
焦

点
を
あ
て
て
、
展
示
を
構
成
し
ま
し
た
。

　

第
一
章
で
は
、
ロ
シ
ア
が
漂
流
民
を
送

り
届
け
る
口
実
で
日
本
に
開
国
を
要
求
し

て
い
た
こ
と
と
絡
め
て
、
幕
府
の
政
策

（
薪
水
給
与
令
・
打
払
令
）
を
紹
介
し
、

江
戸
湾
の
防
備
に
も
触
れ
ま
し
た
。

　

ペ
リ
ー
以
前
の
外
国
と
の
攻
防
も
ご
理

解
い
た
だ
け
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
開
国
後
の
神
奈
川
の
様
子
も
第

四
章
で
紹
介
し
ま
し
た
。

　

開
港
と
い
う
と
横
浜
だ
け
が
注
目
さ
れ

ま
す
が
、
横
浜
が
開
港
さ
れ
た
こ
と
で
、

神
奈
川
県
内
（
当
時
の
武
蔵
国
の
一
部
・

相
模
国
）
も
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

東
海
道
各
宿
場
へ
の
助
郷
や
、
こ
の
時

期
に
集
中
し
て
起
き
た
災
害
（
地
震
や
大

風
）
に
よ
る
疲
弊
、
横
浜
周
辺
へ
の
移
住

者
の
増
大
に
よ
る
農
地
削
減
、
開
港
に
伴

う
諸
物
価
の
高
騰
な
ど
が
、
庶
民
の
生
活

に
多
大
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　

華
や
か
な
横
浜
と
は
ま
た
違
っ
た
歴
史

が
県
内
各
地
に
存
在
す
る
の
で
す
。

「黒船画」　瀬戸家文書（寄託）

 「貿易契約書」池津珍蔵

関係文書（寄贈）

ミ
ニ
展
示

陸

奥

宗

光

の

書

簡

開
催
期
間　

五
月
一
二
日
～
六
月
三
〇
日

　

平
成
一
七
年
度
最
初
の
ミ
ニ
展
示
は
、

廃
藩
置
県
後
初
の
神
奈
川
県
知
事
と
な
っ

た
陸
奥
宗
光
の
書
簡
を
紹
介
し
ま
す
。
宗

光
は
江
戸
末
期
に
和
歌
山
藩
士
伊
達
宗
広

の
第
六
子
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
幼
い

こ
ろ
父
が
政
争
に
よ
り
失
脚
、
一
家
離
散

を
体
験
し
ま
す
。
一
五
歳
で
江
戸
に
出
て

安
井
息
軒
、
水
木
成
美
ら
の
門
を
叩
き
学

問
を
志
し
ま
し
た
。
父
は
赦
免
さ
れ
た
後

脱
藩
し
て
一
家
は
京
都
に
移
り
、
宗
光
も

行
動
を
共
に
し
ま
す
。
そ
の
京
都
で
尊
攘

派
の
志
士
た
ち
と
交
流
し
、
勝
麟
太
郎
の

神
戸
海
軍
所
や
坂
本
龍
馬
の
亀
山
社
中
・

海
援
隊
に
加
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
が
の

ち
の
宗
光
の
人
生
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
明
治
維
新
後
は
新

政
府
の
外
国
事
務
局
御
用
掛
と
な
り
、
以

後
様
々
な
役
職
を
歴
任
。
一
九
世
紀
末
に

は
外
務
大
臣
と
な
り
、
日
英
改
正
条
約
の

調
印
に
成
功
、
安
政
の
五
ヵ
国
条
約
の
不

平
等
条
項
撤
廃
に
寄
与
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
書
簡
は
高
嶋
陸
軍
大
臣
に
、
伊

藤
博
文
の
近
況
を
尋
ね
た
も
の
で
す
。

「
陸
奥
宗
光
書
簡
」
山
口
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

(

寄
贈)
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●
行
政
資
料

「
二
〇
年
後
の
名
木
百
選
を
巡
る
」

　
　
　
　
　
　

女
川
修
・
妙
子　

著

　

 

「
か
な
が
わ
の
名
木
一
〇
〇
選
」
の
選

定
は
昭
和
五
九
年
の
こ
と
。
選
定
か
ら
二

〇
年
が
過
ぎ
た
名
木
の
様
子
を
、
写
真
と

文
章
で
綴
っ
た
も
の
が
こ
の
「
冊
子
」
で

す
。
パ
ソ
コ
ン
と
プ
リ
ン
タ
ー
に
よ
る
デ

ス
ク
・
ト
ッ
プ
・
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
の
限

定
四
部
。
い
わ
ゆ
る
書
物
で
も
な
く
、
文

書
と
も
少
し
違
い
ま
す
。

　

約
八
ヶ
月
を
か
け
て
一
つ
ひ
と
つ
の
木

を
訪
ね
歩
き
、
丹
念
に
記
録
し
て
き
た
著

者
た
ち
の
静
か
な
熱
意
は
十
分
に
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。
木
へ
の
旅
で
出
会
っ
た
人
と

の
や
り
と
り
な
ど
を
、
抑
制
の
効
い
た
筆

致
で
淡
々
と
記
し
読
む
者
を
穏
や
か
な
気

分
に
さ
せ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

二
〇
年
前
の
木
の
状
態
を
記
録
し
た
写

真
集
、
『
か
な
が
わ
の
名
木
一
〇
〇
選
』

（
県
教
育
委
員
会
、
昭
和
六
二
年
）
も
当

館
で
所
蔵
し
て
い
る
の
で
、
比
べ
な
が
ら

見
る
の
も
楽
し
い
と
思
い
ま
す
。

所

蔵

資

料

紹

介

●
古
文
書
資
料

大

澤

家

文

書

　

曽
根
原
直
子
氏
か
ら
寄
託
さ
れ
た
こ
の

文
書
は
、
相
模
国
高
座
部
蓼
川
村
に
知
行

地
を
有
し
た
旗
本
大
澤
氏
の
家
伝
来
の
古

文
書
で
す
。

　

大
澤
氏
は
、
貞
享
三
年
正
月
豊
昌
が
御

廊
下
番
に
召
出
さ
れ
、
切
米
（
蔵
米
）
百

五
〇
俵
を
給
さ
れ
て
幕
臣
と
な
り
ま
し
た
。

初
め
て
蓼
川
村
の
領
主
と
な
っ
た
人
物
は

先
祖
豊
昌
か
ら
七
代
目
に
当
た
る
直
行
で
、

天
保
一
一
年
一
二
月
、
五
百
石
加
増
さ
れ

て
蔵
米
収
り
か
ら
地
方
知
行
に
替
わ
り
、

上
総
国
市
原
郡
北
五
井
村
と
蓼
川
村
高
三

百
拾
壱
石
五
斗
壱
升
四
合
が
与
え
ら
れ
ま

し
た
（
掲
出
写
真
）
。
以
後
、
大
澤
氏
に

よ
る
支
配
は
幕
府
が
崩
壊
す
る
ま
で
続
き

ま
し
た
。
家
伝
文
書
に
は
、
領
地
に
関
す

る
「
知
行
所
人
数
帳
」
の
外
、
「
記
録
」

と
表
紙
に
書
か
れ
た
日
記
が
あ
り
、
そ
れ

を
見
ま
す
と
、
弘
化
二
年
四
月
一
〇
日
の

条
に
蓼
川
村
名
主
勝
兵
衛
が
「
代
助
郷
」

の
件
で
領
主
大
澤
氏
を
訪
ね
た
記
事
が
あ

り
、
道
中
奉
行
に
差
出
す
願
書
の
こ
と
で

領
主
と
名
主
と
が
相
談
し
て
い
る
事
実
や

願
書
提
出
の
使
者
に
名
主
勝
兵
衛
が
同
道

し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
記
録
さ
れ
て
い
ま

す
。
名
主
が
村
の
経
営
の
た
め
に
領
主
と

相
談
し
、
領
主
が
そ
の
対
応
を
記
録
し
た

史
料
は
、
遺
存
例
が
今
日
で
は
数
少
な
い

も
の
と
思
い
ま
す
。

　

大
澤
家
文
書
は
、
寄
託
に
よ
り
一
般
に

存
在
が
初
め
て
明
ら
か
に
な
っ
た
新
史
料

で
あ
り
、
領
主
側
史
料
と
し
て
既
刊
資
料

集
を
補
完
す
る
重
要
な
役
割
を
果
た
す
貴

重
な
古
文
書
で
す
。

郷
村
高
帳
請
取
書
（
記
載
内
容
の
全
文
）
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平
成
十
七
年
度
行
事
の
ご
案
内

交通の案内

電車の場合　相鉄線｢二俣川駅｣ （横浜駅から急行で11分）

 下車／徒歩17分又は相鉄バス ｢運転試験場循環｣ 行きで

  「運転試験場」下車徒歩 3分

車 の 場 合　「保土ヶ谷バイパス」本村インターから 6分

館
利
用
の
ご
案
内

 

（
利
用
時
間
）

閲
覧
室
→
午
前
九
時
～
午
後
五
時

会
議
室
→
午
前
九
時
～
午
後
九
時

 

（
利
用
方
法
）

閲
覧
室
→
開
架
さ
れ
て
い
る
資
料
は
自
由

に
閲
覧
で
き
ま
す
。
ま
た
、
書
庫
内
の
資

料
は
受
付
に
請
求
し
て
下
さ
い
。

会
議
室
→
ど
な
た
で
も
自
由
に
申
込
み
で

き
ま
す
。

神
奈
川
県
立
公
文
書
館
だ
よ
り(

第
十
三
号
）

平
成
十
七
年
三
月
三
〇
日
発
行

　

編
集
発
行　

神
奈
川
県
立
公
文
書
館

　

〒
二
四
一―

〇
八
一
五

　

横
浜
市
旭
区
中
尾
一―

六―

一

　

電
話　

〇
四
五
（
三
六
四
）
四
四
五
六

古紙配合率100％再生紙を使用しています

展
示
の
ご
案
内

★
通
常
展
示

 

・ 

「
資
料
に
み
る
神
奈
川
の
歴
史
」

　

五
月
一
八
日
～
八
月
三
一
日

★
企
画
展
示

 

・ 

「
公
害
・
環
境
問
題
と
か
な
が
わ
」

　

九
月
二
四
日
～
一
一
月
二
五
日

 

・ 

「
古
文
書
に
見
る
庶
民
の
く
ら
し
」

　

一
月
二
五
日
～
三
月
一
二
日

★
常
設
展
示

　

一
年
を
通
じ
て
公
文
書
館
の
資
料
に
よ

る
展
示
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

 

・ 

「
伊
藤
博
文
の
書
簡
」…

内
閣
制
度
を

　

創
設
し
、
自
ら
初
代
内
閣
総
理
大
臣
に

　

就
任
し
た
博
文
の
書
簡
を
紹
介
し
ま
す
。

 

・ 

「
関
東
大
震
災
を
め
ぐ
っ
て
」…

大
正

　

一
二
年
九
月
の
震
災
と
そ
の
後
の
状
況

　

に
つ
い
て
、
当
館
所
蔵
の
戦
前
期
公
文

　

書
な
ど
の
資
料
を
用
い
て
紹
介
し
ま
す
。

 

・ 

「
吉
田
松
陰
の
書
簡
」…

旅
を
実
際
の

　

学
問
と
み
た
松
陰
の
日
記
を
展
示
し
ま

　

す
。

 

・ 

「
長
洲
知
事
関
連
資
料
」…

昨
年
度
寄

　

贈
さ
れ
た
長
洲
一
二
元
知
事
関
連
資
料

　

か
ら
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

 

・ 

「
徳
川
斉
昭
の
書
簡
」…

水
戸
藩
主
で

　

弘
道
館
を
創
設
し
た
斉
昭
の
書
簡
を
紹

　

介
し
ま
す
。

★
ミ
ニ
展
示

 

・ 

「
陸
奥
宗
光
の
書
簡
」

　

五
月
一
一
日
～
六
月
三
〇
日

　
　

廃
藩
置
県
後
神
奈
川
県
知
事
と
な
っ

　

た
宗
光
の
書
簡
を
紹
介
し
ま
す
。

 

・ 

「
ゆ
め
国
体
と
ゆ
め
大
会
」
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七
月
一
三
日
～
八
月
三
一
日

　
　

神
奈
川
で
開
催
さ
れ
た
第
五
三
回
国

　

民
体
育
大
会
（
ゆ
め
国
体
）
と
第
三
四

　

回
全
国
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

 

（
ゆ
め
大
会
）
に
関
す
る
所
蔵
資
料
を

　

紹
介
し
ま
す
。

 

・ 

「
副
島
種
臣
の
書
簡
」

　

九
月
一
四
日
～
一
〇
月
三
〇
日

　
　

マ
リ
ア
・
ル
ス
号
事
件
を
担
当
し
、

　

特
命
全
権
大
使
と
し
て
清
国
と
交
渉
に

　

あ
た
っ
た
種
臣
の
書
簡
を
紹
介
し
ま
す
。

 

・ 

「
土
地
を
読
む―

土
地
宝
典
の
世
界
」

　

一
一
月
一
一
日
～
一
二
月
二
五
日

 

・ 

「
佐
久
間
象
山
の
書
簡
」

　

一
月
一
一
日
～
二
月
二
八
日

　
　

江
戸
時
代
後
期
の
思
想
家
で
、
幕
政

　

改
革
、
藩
政
改
革
、
世
界
の
形
勢
等
に

　

わ
た
っ
て
見
識
を
述
べ
た
象
山
の
書
簡

　

を
紹
介
し
ま
す
。

 

・ 

「
苦
難
を
苦
痛
の
歴
史
」

　

三
月
九
日
～
三
月
三
一
日

　
　

当
館
所
蔵
資
料
に
よ
っ
て
、
ハ
ン
セ
ン

　

病
の
患
者
・
元
患
者
の
方
々
に
対
し
て
と

　

ら
れ
た
政
策
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

講
座
の
ご
案
内

　

今
年
度
は
、
古
文
書
解
読
講
座
を
次
に

よ
り
開
催
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

 

・
中
級
講
座

　

五
月
一
五
日
～
六
月
一
二
日
の
各
日
曜

　

日
（
五
回
）

　
　

江
戸
時
代
の
資
料
を
中
心
に
解
読
し
、

　

歴
史
を
探
究
し
ま
す
。

 

・
上
級
講
座

　

一
〇
月
一
六
日
～
一
〇
月
三
〇
日
の
各

　

日
曜
日
（
三
回
）

　
　

歴
史
的
事
実
の
確
認
や
時
代
背
景
を

　

探
り
ま
す
。 

 

・
入
門
講
座

　

二
月
五
日
～
三
月
一
二
日
の
各
日
曜
日

　

（
六
回
）

　
　

初
め
て
近
世
文
書
を
解
読
す
る
た
め

　

の
入
門
コ
ー
ス
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

 

・
一
日
講
座

　

一
二
月
四
日

　
　

津
久
井
地
区
の
施
設
を
利
用
し
て
、

　

そ
の
地
域
の
歴
史
の
理
解
を
深
め
ま
す
。

「
会
議
室
利
用
予
約
」

　

 

変
更
の
お
知
ら
せ

　

平
成
十
七
年
七
月
か
ら
、
皆
様
が
よ
り

簡
単
・
身
近
に
施
設
を
ご
利
用
い
た
だ
け

る
よ
う
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
電
話
等
を

利
用
し
、
自
宅
な
ど
か
ら
会
議
室
等
の
利

用
予
約
が
で
き
る
「
公
共
施
設
利
用
予
約

シ
ス
テ
ム
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

会
議
室
の
ご
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
事

前
に
施
設
の
窓
口
で
利
用
者
登
録
を
し
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

公
文
書
館
で
の
登
録
手
続
き
は
、
四
月

一
二
日
（
火
）
か
ら
行
い
ま
す
。
詳
細
は

管
理
企
画
課
ま
で
問
合
せ
を
御
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
　

 

（
〇
四
五
ー
三
六
四
ー
四
四
五
六
）

編

集

後

記

　

公
文
書
館
の
事
業
を
、
多
く
の
方
に
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
平
成
一
五
年
度
か
ら
「
公
文

書
館
だ
よ
り
」
を
年
二
回
発
行
し
、
ま
た
各
市

町
村
の
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
や
町
内
会
な
ど
関

係
各
位
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
広
報
に
務
め
て
き

ま
し
た
。
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
展
示
観
覧
者

等
来
館
者
の
増
加
に
つ
な
が
り
、
効
果
を
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も

一
層
の
ご
支
援
を
御
願
い
い
た
し
ま
す
。
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